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　江戸時代、重税に苦しむ農民
を身を呈し救った木内惣五郎。
義民として語り継がれ今なお地
域の人々に慕われています。惣
五郎処刑の6年後、八代では干ば
つに苦しむ農民を救うため農業
用水路の開削に尽くした人がい
ました。千葉氏の遺臣戸井四郎
の孫で八代村の名主･戸井四郎左
衛門です。その水路は万治二年

（1659）3月に完成した万治掘で地元では八代みお（みお＝
溝）と呼ばれ、その功績を伝える石碑が八代・善勝院の
境内に建立されています。
　かつて印旛沼周辺で暮らす人々は、堤防の決壊や内水
による沼の氾

はんらん

濫で辛い生活を強いられました。その一方
で、沼に接しながらも耕地に利用できる水利整備が進ま
ず干ばつに苦しむ年が度々あり、干ばつと水害が交互に
繰り返されました。干ばつ対策として、ため池に湧水を
ため、これを耕地の用水としたことが『公津村誌』にも書

かれています。
　万治堀は、公津小学校か
ら成田ニュータウンの橋賀
台に通じる道路の江川に架
かる橋川橋付近から、台方・
船形を経て八代までの山裾

すそ

を回す全長約6.5km（右図参
照）。四郎左衛門は、伊篠
村（現酒々井町）の大

おお

池
いけ

を源
流とする江川の豊富な水量
に着目し、橋川橋の少し上
流辺りから取水し、橋賀台
入口に貯水池を作り、そこ

から八代に向け掘り始めま
した。工事は八代村の人々
だけで行い、当時の算学と
測量術を駆使し、わずかな
落差を計算し水が流れるよう設計したのでしょう。
　その結果、｢旱

かん

魃
ばつ

の年はあっても実りのない年はない。
四郎左衛門の賜である｣と石碑に記されています。八代
では昭和の土地改良事業が行われるまで万治堀の恩恵を
受け、農業を営む者にとっては彼の功績を忘れることは
できないといいます。現在、用水路は船形の浅間神社下
に万治堀を利用した昭和の用水路が往時を偲ばせてくれ
ます。

干ばつから農民を救った
350年前の農業用水路

万治堀

歴史と伝統文化のま
ち・成田。市内には、
歴史ある文化財が多数
あります。

●61回●

善勝院にある「戸井氏の碑」

船形の浅間神社の山裾に沿う万治
堀。現在残る溝は万治堀を利用し
た昭和の用水路
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　5月は連休明けから梅雨を思わせる天候が続き、イベント関係者は苦労されたことと思い

ます。広報の写真もモノクロが多いとはいえ、やはり晴天の下で撮影したいものです。とこ

ろで、梅雨といえばアジサイの季節。市の花アジサイの名所は、甚兵衛公園・後谷津公園

など市内の各所にありますが、宗吾霊堂ではことしから6月の毎週日曜日に「紫陽花まつり」

というイベントが開催されています。大本堂裏手に約4,500株を超えるアジサイが咲き乱れ、

筝・胡弓の演奏やお茶会も行われます。うっとうしい気分を晴らしに、一度足を運んでみて

はいかがでしょうか。
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